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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本

分析化学会（JSAC）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。 

これによって，JIS K 0216:2008 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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分析化学用語（環境部門） 
Technical terms for analytical chemistry (Environmental part) 

 
序文 

この規格は，2008 年に制定され，今日に至っている。その後の災害廃棄物，放射性物質などの環境化学

に関連する用語の統一の必要性に対応するために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，分析化学において環境分野で用いる主な用語及び関連する用語並びにそれらの定義につい

て規定する。 

注記 環境部門における用語とは，水質，大気，土壌，廃棄物，放射性物質などの人の健康，生活環

境，地球環境，生態系の保全などに関わるもの，及び環境マネジメントに関わるものがある。 

 

2 用語及び定義 

用語及び定義は，次による。 

なお，記載方法は a)～c) によっている。 

a) 二つ以上の用語を並べた場合には，その欄の順位に従って優先的に用いる。 

b) 用語は，特に断らない限り環境分野の範囲内で用いるものであるが，誤解するおそれのある用語につ

いては，用語の後の丸括弧内に使用分野を示す。 

c) 参考として対応英語又はその略語を示す。対応英語の欄で，コンマ（,）の後ろに併記してあるものは，

同義語又は略語である。 
 

番号 用語 定義 対応英語（参考）

1 悪臭 いやなにお（臭）い，不快なにお（臭）いの総称。 offensive odor, 
malodor 

2 悪臭物質 人に不快感を与えるような臭気をもち，生活環境を損なうおそれのあ

る物質。 
注記 硫黄化合物，窒素化合物，炭化水素化合物などは，悪臭防止法

で定められている。 

offensive odor 
substance, 

malodorant, 
malodorous substance

3 アクティブサン

プラー 
ポンプなどを用いて試料空気を吸引し，捕集する方式の試料採取用機

器。 
active sampler 

4 アクティブサン

プリング法 
アクティブサンプラーを用いて，一定の容量のガスを捕集する試料採

取方法。 
注記 対義用語は，パッシブサンプリング法（番号 502）である。 

active sampling 
method 

5 アジェンダ 21 1992 年にリオデジャネイロで開催された国連環境開発会議で採択さ

れた文書の一つで，21 世紀に向けて持続可能な開発を実現するため

の具体的な行動計画。 

Agenda 21 


